[bookmark: _GoBack]◎申請書を提出される前に下記確認事項に回答の上、記名等願います
	確　認　事　項
	ご回答

	（１）　令和４年（2022年）４月１日時点で５５歳以上である
	はい
	いいえ

	（２）　申請時点以前の状況
申請時点において、個人事業主又は法人代表者として事業を実施していた期間又は実施している期間が通算で５年未満である
※　通算の際、休業である旨を記載した確定申告書を提出した個人事業主及び休業の異動届出書を税務署に提出した法人代表者については、当該休業期間は事業実施の期間からは除く
	はい
	いいえ

	（３）　申請形態（該当する箇所に○を付けてください）
ア　(　) 都内で創業予定の個人
イ　以下のいずれかに該当する創業５年未満であり、都内で実質的に事業を行い、都内に登記簿上の本店若しくは主たる事務所が実在する法人又は都内を個人事業の納税地及び主たる事業所等として開業若しくは異動の届出を行っている個人又は特定非営利活動法人若しくは一般社団法人・一般財団法人　
（　）ゴム製品製造業（一部を除く）：資本金３億円以下又は従業員900人以下
　 （　）製造業・その他業種　　　　 ：資本金３億円以下又は従業員300人以下
（　）ｿﾌﾄｳｪｱ業・情報処理ｻｰﾋﾞｽ業  ：資本金３億円以下又は従業員300人以下
　 （　）卸売業　　　　　　　　　　 ：資本金１億円以下又は従業員100人以下
　 （　）旅館業　　　　　　         ：資本金５千万円以下又は従業員200人以下
　 （　）サービス業　　　　         ：資本金５千万円以下又は従業員100人以下
　 （　）小売業　　　　　　         ：資本金５千万円以下又は従業員50人以下
	はい
	いいえ

	（４）　次のア～オの要件を全て満たしている
ア　大企業（中小企業者以外の者：中小企業投資育成(株)、投資事業有限責任組合を除く。以下同様とする。）が単独で発行済株式総数又は出資総額の２分の１以上を所有又は出資していない
イ　大企業が複数で発行済株式総数又は出資総額の３分の２以上を所有又は出資していない
ウ　役員総数の２分の１以上を大企業の役員又は職員が兼務していない　あるいは、当該役員又は職員がいわゆる副業により兼務しているが、経営の自主性、独立性が損なわれていない
エ　その他大企業が実質的に経営に参画しておらず、経営の自主性、独立性が実質的に損なわれていない
オ　個人については、個人開業医ではない
	はい
	いいえ

	（５）　「東京都暴力団排除条例」に規定する暴力団関係者又は「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」第２条に規定する風俗関連業、ギャンブル業、賭博等、支援の対象として社会通念上適切でないと判断される業態を営むものではない
	はい
	いいえ

	（６）　連鎖販売取引、ネガティブ・オプション（送り付け商法）、催眠商法、霊感商法など公的資金の交付先として適切でないと判断する業態を営むものではない
	はい
	いいえ

	（７）　面接審査を通過しファイナリストになった場合、令和5年2月5日（日）に開催するプレゼンテーション審査に出場できる
	はい
	いいえ

	（８）　面接審査を通過しファイナリストになった場合、申請プラン内容を公開することに同意する
	はい
	いいえ

	（９）　「第３回　東京シニアビジネスグランプリ募集要項」の記載内容を全て確認し、申請書に必要事項を全て記入し、記入不備や虚偽がないことを確認した
	はい
	いいえ

	（10）　WEB登録を行い、申請書に記載した内容と同一の内容を登録した
	はい
	いいえ

	（11）　プレゼンテーション審査の公開プレゼンテーションにおいて、PowerPoint等で作成した資料を使って発表することができる
	はい
	いいえ


上記の内容に間違いありません。
令和４年　　月　　日　　　　 法人名　
代表者名（氏名）

「第３回　東京シニアビジネスグランプリ」　
申請書

１　申請者・事業運営形態
（１）　申請者　(選択項目は、該当するものに☑してください。)
	個人の場合
	（ふりがな）
	

	
	氏　名
	

	法人の場合
	（ふりがな）
	

	
	法人名
	

	
	（ふりがな）
	

	
	代表者名
	

	生年月日
（年齢）令和4年4月1日現在
	 昭和　　　年　　　月　　　日　（　　歳）
	性別
	☐  男 　☐  女
※　回答は任意　　

	連絡先
所在地
	★本申請についての書類の郵送及び連絡が可能な住所をご記入ください★
〒

	
	T E L(携帯)
	
	E-mail
	

	職歴及び
経歴
・所属先
・所属期間
・代表期間
	所属先
	所属期間

	
	
	
	うち代表期間

	
	

	☐昭和　☐平成　☐令和　年  月～
☐昭和　☐平成 　☐令和　 年　月
	年　　か月

	
	　　　　　　　　
	☐昭和　☐平成　☐令和　年  月～
☐昭和　☐平成　☐令和　年　月
	年 　　か月

	
	

	☐昭和　☐平成　☐令和　年  月～
☐昭和 　☐平成 　☐令和 　年　月
	年　　か月



（２）　申請者の現在の事業運営形態・代表期間欄には「個人事業主として事業を行っていた期間」又は「法人の代表期間」を記入してください。
・職歴及び経歴の欄が足りない場合は、適宜欄をコピーの上、記入願います。
・開業届を提出していない活動（フリーランス）は代表期間には含まれません。

	現在の事業運営形態等
	☐  1　個人事業主　☐  2　法人（中小企業）　☐  3　創業前個人
☐ 4　特定非営利活動法人または一般社団法人・一般財団法人

	
	

	
	



	事業開始日
（個人事業主と法人は記入、創業前個人は予定日）
	☐  開業日（個人事業主）　☐  法人設立日（特定非営利活動法人を含む、法人）
令和　　年　　月　　日

	法人設立の予定
（個人事業主と創業前の個人は記入）
	有・無
	予定日：令和    年    月    日

	開業予定日
（創業前の個人のみ記入）
	　　　年　　月　　日

	事業所の所在地
	★本店等の所在地（法人）、主たる事業所等の所在地（個人事業主）、予定所在地（創業前の個人）をご記入ください★

〒


	事業内容
（創業前個人は記入不要）
	

	主たる取扱商品・サービス
（創業前個人は記入不要）
	

	資本金及び従業員数
（創業前個人は記入不要）
	　　　　　　　　　　　　　　千円
（うち大企業からの出資：　　千円）
	名　
（うち大企業からの出資：　　名）












２　事業計画
　（１）プラン名（２０文字以内）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	




（２）　創業動機、ビジョン、経営者の強み（事業に活かせる経験・ノウハウ・人生観等）
	①創業動機






	②ビジョン






	③事業に活かせる経営者の強み









（３）　事業内容
	①具体的な商品・サービスの概要
　





	②社会課題、消費者の課題








③課題解決策










（４）　競合分析と競争優位性
	①競合の状況
　





	②優位性と他社比較
　







（５）　ターゲット市場
	①市場規模
　




	②具体的なターゲット市場
　








（６）　マーケティング戦略（販売先、プロモーション方法、販売方法、販売計画、ビジネスモデル等）
	








（７）　資金計画
（単位：千円）
	必要資金
	金額
	調達方法・調達額
	金額

	設備資金
	
	
	自己資金





借入
　
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	設備資金合計
	
	
	

	運転資金

	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	運転資金合計
	
	
	

	合計
	
	合計
	



「第３回　東京シニアビジネスグランプリ」申請前確認書


　　　　






（８）　収支計画
単位：千円
	
	〇〇年度
	〇〇年度
	〇〇年度

	売上高
	
	
	

	売上原価
	
	
	

	売上総利益
	
	
	

	粗利益(%)
	
	
	

	販売費
	外注費
	
	
	

	
	オフィス賃借料
	
	
	

	
	広告宣伝費
	
	
	

	
	その他経費
	
	
	

	一般管理費
	人件費
	
	
	

	営業利益
	
	
	

	営業利益率(%)
	
	
	

	営業外収益
	
	
	

	営業外費用
	支払利息
	
	
	

	
	その他
	
	
	

	経常利益
	
	
	





（９）　収支計画の見通しに関する説明
	

















